
「無熱安静肺結核患者に玄米食及び白米食を攝

取 せ しめた際 の消化吸収 率 に就 て」

(第一報告 夏季に於ける試験)

國立大阪療養所(所 長 岩鶴龍三博士)

坂 本 義 教 外六名 ・

本論文の要旨は昭和十九年三月二十日大阪雷學會例曾に於て獲表ぜるもの参リ｡

内 容 抄 録'

余等はベルテ哲一のボンペヵロリメーターを用

ひ食餌及糞便の燃嶢カロリーを測定 し、玄米食及

自米食の吸牧率嫌 所響加 リーを槍討せ り海 癖

検者として無熱安艀肺結核患者を撰び、昭和

諜7月2、 日繭 鯛3_瑚 熾(玄米.

食、期2週聞、白米食期2週 間、2分 揚米食期2週

間)副 食を同一種類、同ヅ量、同一調理法 とし玄

米及白米の同一重量を概取せ しめてその浩化吸牧

率 を比較検討せる ものな り｡又 三養素成分各偲に

就て も詳細なる分析實験を行ひ次の成 績 を得 た

り｡本 實験は被検者の病歌に重黙を置 きその日常

生活に可及的近似の歌態 を保持せ しめんとしたる

も分析 目的を完全に逐行せんが爲その種類を簡軍

とせ一り｡術 ほ質的及量的配合が本實験に影響を及

ぼ し得るものなれば之につきて も特に考慮せるも

のな り｡

1.腸結核を合併せざる肺結核患者に玄米食を播

取せ しむるにその燃嶢 カロリー吸牧率は92%を 示

す｡
'その蛋白質は77 .6%、 含水炭素97.9%、 脂肪83.7%

を示せ り｡

2.白 米食を播取せ しめたる時には、燃嶢カロ

リー94%、 蛋白質79.7%、 含水炭素9&7%脂 肪90.6

%を 示せ り｡、

3.玄 米食の際には粗材なる爲カロリー吸牧率

は2%低 きも一一般に考へる如 き糞便内になほ榮養

物を多量包藏する如 ぎ考は誤な り｡ノ

4・ その何れの揚合に於て も夏季聞にはプロキ

ロ36～42カ ロリーにて髄重平衡を維持 し得るを知

りた り｡申'

5・ 本試験は夏季に行ひたるものに して氣温高

き時は胃腸の状態は寧ろ不漕化に傾き吸牧率低下

すと穂せ らるるもそのことなきを知ゆ得た り♂
タ

6｡本 試験に於て玄米食はカロリー源として白

ノ米食 よりも優位なるを知 り得た り｡況 んやVBi植

物脂肪量の多きより考へて合併症なき肺結 核患者

の榮養に適するものなるを知れ り｡'
■

緒 言
ノ

玄米を國民榮養上拉に食糧政策上注 目すぺ きは

論を挨たざる虚にして既に玄米の構成物質に就て

は幾多の研究を積み玄米は榮養上必須の物質に富

み而 もそのカロリー債大にして白米 より遙に優れ

る黙多きは周知の事實なり｡一 方肺結核は病竈部

の蔓延に從ひ身饅の浩耗を惹起する庵のなるを以
　 ぴ

て、玄米がエネルギー補給源としての債値は更に

大なるべ し｡又 ビタミンBl、脂肪、蛋白質等に就

ても玄米の夫等は充分漕化管 より艘内に利用され

得るものなるは疑なき事實なるに於てをや｡然 し

乍 ら從來の検査成績に徴すればその吸牧度よりの

榮養學的贋値に搦黙あ りとせ らる｡

而 も肺結核患者に就て玄米食の是非及び吸牧率

を組鮒 に實験的に検討せる もの極めて紗 きは遺

憾にたへざる所な り｡絃 に掌米食の健康者に於け

る清化吸牧成績の二、三を舞 ぐれば、稻葉氏は玄

米飯は敢て豫想せる如 く不良ならすといひ、児玉

氏は白米食 と胚 苧米食の消化険牧度と比較 し胚芽

米食の吸牧率優れ りとせ り｡蓮 井氏 も亦白米食と

半掃米食 と比較 し牛揚米を推奨せ り｡古 河氏は歴

搾米の浩化吸牧試験を行ひ押玄米は糊 旨肪の吸牧
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率は三分掲米に劣るもその吸牧實量は最 も優れ米

に加工を施す事によゆ漕化吸牧を高め得るとなせ

ウ｡然 るに古見氏に依れば玄米の吸牧 率 は、蛋 白

60.7%、 脂肪39.7%の 低率となし、白米を100と

すれば同等の便値 を有す る 玄 米 は114な りとい

ふ｡又 杉本、樋口、百江、田中氏等は13日 闇 を

6期 に分ち米の精白度に從ひ主食の任意癬取量を

與へて詳細なる比較實験 を行ひ、玄米飯は白米飯

に比 し吸牧率遙に劣等なゆと報告せ り｡爾 後今日

迄杉本、吉本、保多氏等は数同に亘 り玄米食㊧各

養素成分に就てその清化吸牧率を験 し、更に連用

に依 りて浴化吸牧率が増大することは到底想到 し

得ざる虞 となし、白米食に比しその清化吸牧率に

著 しき遜色あ りとせ り｡然 し乍 ら之等の成績を見

るにその吸牧物質の全熱量を直接に測定して白米

食及玄米食の優劣を論ぜるものらに非すして多 くは

食餌及i糞便の各養素成分に重黙を置き之 を分析し

その吸牧率を比較せるものな り｡舷 にAtwaterが

主要食品に就き其全艦としての熱量を直接に測定

ゆ 　

し、次いで糞便及尿に就て も同様に直接熱量測定
ゆ

を途げて人及動物の所要熱量 を知 り諸種食餌の熱

源としての利用便値を桧討せるは竈に當を得たる

ものと聡すべき腱に して、余等 も亦此鮎に充分に

注意を佛ふべ きを痛感 し食物及糞便の全熱量測定

を實施 し之を大阪瞥學會例會に於て報告せ しもの

な り｡(岩鶴・江木・藤谷「食餌カロリー測定に就て」

昭和18年12月20日)｡此 測定法たるや食餌及糞便に

就てベルテローのボンベカロリメーターに依る直

接燃嶢カロ¥一 値を用ひその差を以て吸牧 カロリ
ウ ゆ

一数をなしたるものなり｡余 等は代表的なる被検

者を撰び之につき玄米食及白米食の維 カ ロ リー
ノ

(燃嶢)の泊化吸牧傘を検討 し、更に三養素成分の

各々に就て實験を行ひ其吸牧率を算禺せ 挑 爾ほ

肺結核患者の罐内代謝の複雑性を考憲し、食餌の

質及量を検討 し、(ビタミン剤等の藥剣を用ひるこ

とな命)一 定の食餌献立を作 の、玄米及白米の同
一量を癬取せ しめて本問題の解決に資すべ く實験

を行ひた り｡

第一章 實 験 方 法 の 一 殻

第一節 被検老及實験期間 魅

實験は混合型肺結核患者(軍 事保護院結核分類

法による第6型 患者に して第4級 即ち未だ歩行を

許可せざるもの)に 就 き大氣安静療法と共に其の

病歌に旗重なる注意を佛ひつつ昭和18年7月2二 日

より同年8月30日 に至る期商に之を實施せ り｡饅

重は1日 置 きに朝食前 及び午後3時 の2同 に亘 り

尿排浬後直ちに計量せ り｡そ の食餌 は副食を同一

種類、同一調理の ものにし、玄米及び白米の同一

重量を概取せ しめ、咀嘱時聞は約20分 充分咀囑せ

しめた り｡
の 第二節 食餌献立及調理法

玄米及び白米は同一分量(重量 を以つてせ り)と

し、玄米は水洗ずること無 くそのまま白米は一般

匹日常生活に於て用ひらるる如1同 輕 く淘洗 した

る後普通硬度の米飯を作 りた り｡而 か もその1日

量を食物乾燥器(プ アウス ト ハイム式)に て乾燥

し供試材料 とせ り｡食 餌は被検者の病歌に重鮎 を

置きその日常生活に可及的近似の歌態 を保持せ し

めんとしたるも分析 目的を完全に途行せんが爲そ

を

の種類を簡輩とせ り｡尚 ほ質的及量的配合が本實

験に影響を及ぼし得るものなれば之に就 きて も特

に考慮せるものなり｡(この際玄米及白米拉に諸材

斜共に一・實験時には同一品種を使用せ しこと勿論

なり.)聯

第三節 排 泄 物

尿は1日 量を貯へ翌朝分析せ り｡便 は實験期間

前の準備期2日 賜の便を捨て、實験開始と共に1

週間量を集め風乾にて乾燥 し分析に供 した り｡

第四節 實 験 方 法

(1)ボ ンベカロリメーター(爆 蝉式カロリメー一

ター),.

余等はくごルテロ・一の創意に依るマー レル式ボン
ベカロリメーターを用ひ検査材料に就て燃焼 カロ

リーを測定せ り｡そ の構造拉に實験方法及び水當

量は蝕に之 を略す｡

(2)｡三 養素威分分析

イ 総窒素(蛋自)定量Kjeldah1法

ロ 粗脂肪定量Soxhlet浸 出器を以て定量
撫 ハ 含水炭素量Liebermaan法 及びPavytt須

藤隈川法
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第二章 實 験

第一・節 貿 験 條,件(第1表)
鯉

期 霧

玄 米 食 剃 玄米三倉+副食海 一 二週問

白 米 食 剃 白米ミ合+再喰 一定
、1=週 間

二頒 米食剃 紛 継 三合+副餅 定 ・ 調 剛 粥 こるものを用ひナこり・

但 し三者 とも米は4'20瓦 を
以て3合 とぜ り｡白 米は玄
米 を常所内精米機により作
りたるも2分 摘*は 配給ぜ

備 鶏 纂

破検者遠山政人、中山英之介、中山敏子三名 を同

時に併行 して實験せし竜のな り｡副 食 は同 一・種 撹

◎ 夢

類 、同一量 、同一 調理 法 とす｡そ の獄 立 次 の 如

し｡(第 》表)

㍉

被

検 ・

者
期 日 附 時

8 獣 立 名 轡 科
藪 量(
9)

o

逡

山

政

人

中

山
蔭

喚

之

介

中

山

曳

敏

子

鐙

謬

玄米食期

乱

轟 鯉

ザ

十

第一週

第二週

一

」

'(cc)

翻理外一 日水分量 番 茶2000

(鳥 縣 鳶1駕9
鋤 香 物 澤 庵 〆2・

玄 米1409

御 飯 鶏 卵 、50盤

(・2時)玉 子 〆 玉｡｡葱 ・ ユ00
・ 香 物 粉 鰹10

澤 庵 ㌔20

(15時)`牛 乳 が 牛 乳 ユ80

1御 飯
≠玄｡米140g緑

一 チ ド 鵠 卵50

σ急)罵 穿 馬 鈴 薯 蜘

1審テト物'ポ 庵 ｡鷲
砂

ψ

●

白米食期

豪

鍵

耀

鋼

第一週

、

夢

毒

輝 、卿健

・(pc)

調 理 外 一 日水 分量 番 膨 茶2000

朝 御 飯 白 米 】409

(17時)味 噌 汁 味 噌35

梅rF20

香 物 澤 庵20

.白 米1409

御 飯 鶏 卵50
登

目 玉 蒸 玉 葱100

香 物 ヘ マ ト ■00・

鞭 澤 庵20

(15時)牛 乳 牛 乳 ユ80ちo

漏 ∫襲繧量 鉾嘉㌦:i§g
雛落 卵 汁 粉 鰹 ■0

輪

香 物 ・澤 庵.20

24

㍉



第二節 天 候

本療養所内に於て観測 したるものにして室内観

測な り｡詳 細なるものあれ ど之を簡略どせ ゆ｡

第3表

臼
附

自至
七八
月月
廿十
一七、
日日

氣匿
鱒

7q5～758.5

巫
一

氣

濫
一
灘

.度
●

最

」窒_
最.

童
最

」廷_最

高

最

761.5～755
ひ

31～26

24、5～20

95(ノ85

低i86～5s

第三節 被検者の病歌

及費験期聞中に

於けるその経過

の概要

各被検者に就き玄米

食期と白米食期に於て

病朕の経過を見るに殆

んど移動を認めす｡そ

の病態は停止性、治癒

的傾向を示しつつあ のと認めうるものに して自畳

'的及他観的所見の詳細は略す｡

1遠 山 政 入2中 山

第四節 排 泄｡物

1、尿1日 量比重、反慮、蛋白及糖の有無ヂア

ゾ反慮蛇に総窒素量、特記すぺ き所見なきを以て

路 す｡総 窒素量は第1週 、第2週 に分 ち1日 李均

僖を算出しその方法はKleldahr法 によれ り｡(第

8、9"10炎 参照)

2、 糞便1日 量娩にその肉腿的所見

被槍者は合併症なく、玄米食に依る泊化器障礎

なし｡糞 便は原則 として週聞のもゐを註意して集

め風乾せ しめてこれを粉砕し均質どなし其1部 を

採 りて分析せ り｡か くして1日1日 の例外的差異

を平均化せんことを企てたるものな り｡そ の成績

次表の如 し｡(第4表)、

ノ 　 　　

英L之 介3中)-b山 敏 子

期 玄米食馴 白糟 期/剃 玄米食馴 白米鯛 期 玄米食剃 白米鯛

日附

灘 量

乾量

肉眼的
所 見

第1週

窪500

252

第2遮 第1週

ユ500

280

■100

i85

瞬 良矧 」

第2週

1ユ00

200

日附

灘 量1400

乾 一量365

肉 眼的

所 見

コ週魔2週 魔1週 舞2週

ユ55b

22Q

瞬 良好

850

ユ70

1000

180

日附

濃量

乾量

肉眼的
暫 見

ミ

第1週 第2週

10001100

182200

澗化良等

　1第1週

700

168

第2週

、750

180

だ

呼ム欲 ひ ∫,

躯 拓33耀

鰍驚 篭委.萎
1、 遠 山 政 人

BruttoK撮orie39カ ロ リー.1kg、 正 味

カ ロ リー・NettoKalorie36カ ロ リー1kg

白米 食 期B.K.38.N,K.35.玄 米 食 期

第五節 髄 重 表h一 ㌧2、 中山英之介 玄米 食期B』K.33JN.K｡30｡白 米

鷺z42suw短3sワ9〃 ノ3ノタη ・9・'232s2729食 期B.K.31.N.K.29.玄 米 食期 に比 し

＼!＼ 一 ～
一_～

__～_生_!白 米 食期艦重稻下降の働 あ り¢二分

玄米 食 期 の 粗 カ ロ リ ー難

罐NKI34麟 膿 膿 瓢 三轟～選
卯

努 働 ・`・ 日0劾 三 三"な`r'ク ノ92f292卿 η

.,.が1,'一Y"'-N"一""'一 一一一 一一 一一・一・一.一.一.一.,..k...一...一 一!

毒騨 蕊 糠
60iKG

に 比 し白米食期膿 重稽下曜の 傾向あ 砂｡二 分掲米

食 に難卵160瓦 を加へ てB・K.42・N.K・39と すれ

ば髄重上昇 を示せ り｡(以 褒BruttoKalorieはB・

KデNettoKa10rieはN.Kと 略 す)桓 し盛夏 の季節

に實施せ る もの なれば之 を考 慮すべ ぎは勿論な り
∂

と す｡(第6表)・

弼 膨 汐確
一1撫 の 超 雀日 の'"〃'『"増""稽

81

違山疾久 タゆ

誌鰍 墨 夢

ン

皇 篇
食 ・ 食 雄｡秀

3、 中也敏子 玄米 食期B.K.38.N.K.36.白 米

食期B・K・37N・K35玄 米 食期に難 し白米食 期

燈重下降豊 り｡二 分掲米 食に鮒 肉300瓦 を加hる

時 は艘重上昇 を示せ り｡

第 六節 各養素成 分の清化吸牧成績

(1)総 窒 素 出納及蛋 白質の浩 化吸牧率

・'a・xR・ ・r1、 玄 米食(第1週 第2週 平均1日 量)

〆一 癬 取窒素量 λ0729、 糞 便 中へ の排泄量

1.8S89、 総 窒素萬納 十〇.1679に して吸牧率平均

79.07%な り｡白 米 食(第1週 第2週 平 均)播 取量
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ド

8・0039、 排 泄量1.4519、 絡 釜素ll{納 十1｡6489に し

て吸牧率81.86%な り｡、

2、 玄米食(第1週 第2週 平均)癬 取量9｡0729、 排 泄

量2・2399、 総 窒素 出納 十〇.7599に して吸牧率75、31

%なb｡白 米 食(第1週 第2週 平均)播 取量8・0039、

排 泄量1・7579、 総 窒素 娼納+O・803gvaし て吸 牧率
鞭

7&04%な り0

3、 玄 米食(第1週 第2週 平均)播 取量9.0729排 泄 量 」

1.9499、 総 窒素出納 十〇.9169に してi及牧率7&50%

な り｡、白米食(第1週 第2週 平均)播 取量8.0039、 排

泄量1.6459、 総 窒素 出納 十〇.7959に して吸 牧 率

79｡48%な り｡

(ρ)粗 脂肪 の消 化吸牧 率

1、 玄米食(第1週 弗←2週平均)播 取蚤23.889 、 糞 便

巾へ の排泄量3.689vaLて 吸 牧率8壬.55%な り｡白

米食(第1週 第2週 平均)癬 取量21.119、 排 泄量1.729

'に して吸牧率91・83%な り｡`2 、 玄米食 に於 ける ・

搦取 量23・889、 排 泄量4.27gVaし て 吸牧 率82.11%

な り｡白 米 食に於け る播取量21・119、 排 泄量2.1ρ9

に して吸牧率89｡58%な り｡3、 玄 米食 に於 ける

振 取量23・889、 排 泄量3.71gvaし て吸 牧 率8蝦5箔

な り｡白 米食 に於 ける婚取量21.119、 排 泄量1.989

に して吸牧i率90.60%な り｡

(3)含 水炭素 の清 化吸牧i率

1、 玄米食(第1週 第2週 平均)概 取量405.169、 糞 便

今 の排泄量8ゆ09に して吸牧率98・02%な り｡白 米

食(第1週 第2週 季均)婿 取量422・109、 排 泄量5.759

に して吸牧 峯9&63%な り｡2、 玄 米食に於け る癬

取量405.169、 排 泄量&799に して吸牧率97$1%な

・1遠 山 政

り｡白 米 食に於ける癬 取量422.10g、 排 泄量5・20g
ゆ

に して吸牧asg8.76%な り｡3・玄米食に於ける橘

取量405・169、排泄量8.299に して吸牧率97・94%

な り｡白 米食に於ける播 取 量422.109、 捗 泄 量

5・359に して吸牧率9&72%な り｡・ ～

第七節 ベルテ ロー爆難式力ロリメータ
ーに依 る玄米食原白米食の消化

吸牧率

1、 玄米食(第1週 第2週 平均)1ゴ の撰取量(燃 焼

カロリー値)2006カ ロリー、糞便中への排泄量(燃

焼カロリ」値)164ヵ ロリ←にして吸牧率91・82%

なり｡白 米食(第1週 第2週 平均)癬 取量1916ヵ ロリ
ー、排泄量108ヵ ロリーにして吸牧率94・36%な り｡

2、 玄米食に於け る搦 取量2006カ ロリー、排泄

量181ヵ ロリーに し紀て吸牧i率90・97%な り｡白米食

に於ける癬取量1916カnリ ー 排泄量1Uヵ ロゾ
ーにして吸牧率94 .17%な り｡

3、 玄米食に於ける擶取量2006ヵ ロリー、排泄量

150ヵ ロリーにして吸牧率92ゐ2%な り｡白米食に

於ける癬取量1916ヵ ロリー、排泄量109ヵ ロリー

にして吸牧率9431%な り｡

第八節 玄米食白米食爾期に於ける消化.

吸牧動態の考察

爾期に分ちτ比較隊牧試験を行ひ、その食餌の

.種 類、量、調理法を一定とし糞便中の漕化液、粘

膜上皮細抱片、細菌農等の影響 を可及的少なから

しめんことを企圖 したる結果上記の諸成結 を得た

り｡余 等は鼓に前述の諸成績 を観察に便せんが爲

第8表 より第10表 に綜括 して考察せんとす｡
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脚ちくごルテローカロリーに於て見るに玄米食の吸 等は肺結核患者の榮養なる観鮎より、副食物を一ぺ

敬牽平均は92%、 白来食のそれは平均94%に して 淀 どし且主食量を一定(重 量)し癬取せ しめて比較

玄米食は白米食に比しその吸牧率に於て禰劣るを 試駿を行ひたるものな り｡今 妓に余等の行ぴたる

見 る｡之 玄米食の方が粧材 を有するが爲なり｡然 試験食の主食品副食品の内審を吟味せんに第11表
ノ か 　

るにその吸牧熱量よりすれば同量種 量)を 用ふる の如 し｡(但 し佐伯氏等の食品成分 カロリー計算表

時玄米食が自米食よりも1841-1809琶Pち32ヵ ロリ に依る｡)鼓 に副食品中の含水炭素は主食品の該量

一の高値 を占むるは極あて注日に債する事實にし の 春以下なれば其の吸牧率は主 として主食晶の吸

てヱネルギー補 給源としての玄米食は白米食より 牧率を示す ものと解するを得べ し◇蛋 白質は玄米

も優覆を示す ものな り｡叉 三養素成分吸牧率に於 白米共に副食品中の該量に及ばざれ ど略同率に吸

て・事米食は白米食に比 し僅かに遜色ある も貴験 牧せらるを槻取 し得｡唯 脂肪に關 してのみ精察を

上2-3%に 過ぎミるを知b得 た り%蝕 に注意す 要 す｡即 本試験期の副食品中の該量は玄米食の場

べ きは白米食 と玄米食との比較に於て、副食物中 合は其主食品の約二倍量に匹敵するも白米食の場

ρ熱量蛇に三養素成分量の吸牧が問題の中心とな 合に於ては約20倍 量を示すを知る｡從 つて玄米中

り・白米及び玄米夫自己の吸牧率とは匠別さるべ の脂肪の吸牧率が辛 じて窺ひ得るも白米食の場合

しとの批判 を叉 くぺ き事なり｡然 るに實際に白米 に果 して白米自巳あ中の脂肪がPO%以 上の吸牧率

のみズは玄米のみの試験は唯1回 、又は1、2日 間 を示す ものな りや疑なき能はざるな り｡否 寧ろ白

の試験ならば可能ならん も、浩化吸牧率を検する 米食の揚合にはその副食晶中の脂肪の吸牧がより

上にその排泄物検査の遜劃を定めん事 甚だ しき困 良 き結果白米自己中の脂肪の吸牧はた とへ悪 くと

難あ わ｡況 んや之 を1週 聞2週 闇と長期に亘 ウて も(概 観的には略玄米 と等 しと見倣 して可ならん

試験せん事は動物試験 ならば兎 も角全 く不可能の ・ か)極 めて良好の見掲けの贋を示すや も知 り得ざ

事に して實に現實に即せざる机上の室論な り｡余 るな り｡之 等は更に今後の研究に譲る事 とし、最

第 ユ1表 にはこれ以上の推定憶測を差控ふるもの
i

主 食 晶(米の部分) 副 食 品

劉 蛋白冒脂肪麟 騨軸 質儲
水
累
含
炭

玄米 食}・M3128・2…33265・6i32・2刎42

竺 藍 ・46・127・3…9?32P0632・22・ 国.42

第三章 結

なり◇從つて本篇に於ては玄米食、白米

食を論 じ、玄米のみ又は白米のみを論す

るに非ざるな り｡

1、 腸結核を合併せざる肺結核患者に玄米食を撮

取せ しむるにその燃嶢カロリー吸牧率は92%を 示
e

す｡

そ の蛋 白質 は77.6%、 含 水炭素979%、 脂 肪83・

7%を 示 ぜ り｡

論

2、 白米 食 を撮取せ しめた る時に は

燃燵 カロ リーg4%・ 蛋 白質79.7%、 含 水 炭素9&7

%、 脂 肪SO.6%を 示 せ り｡K"'

3・ 玄 米食の際には粗材 なる爲 力uリ ー・pt吸牧 率 は

2%低 き も一一般 に考へ る如 き糞便内になほ榮養物

___28__.



を多量包藏する如き考は誤 なり｡

4、 その何れの場合に於て も夏季開にはプロキロ

36～42ヵ ロリ・一にて髄重平衡を維持 し得るを知 り

た の｡
　 　

5、 本試験は夏季に行ひたるものにして氣温高き

時は胃腸の厭態は窮を不消化に傾き吸牧率低下す

と稻せらるる もそのことなきを知 り得た り¢

6、 本試験に於て玄米食はカロリPt源として白米

食よりも優位なるを知 の得た り｡況 ん やVB孟 植

物脂肪量の多きよ り考へて合併症な遷肺結核患者
き

の榮養 に適す る ものな るを知れ り｡

(共 同研究者 船竃光｡江 木景閉｡藤 谷正信 ・中村太

郎 ・大槻忠雄｡熊 谷 トク)ぐ 　

一 一 ・・29__繭




